
施設カルテ（評価シート）

（ ）

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（同一分類）の他施設

※ 点の位置は、同一分類の施設全体の平均値からの乖離度合いを表している。

【歳出の推移】

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（同一分類）の他施設

※ 点の位置は、同一分類の施設全体の平均値からの乖離度合いを表している。

【利用状況の推移】

　Ⅳ．機能及び施設の現状と課題

【歳入の推移】 ■現状における施設の課題と対応（現状で課題がない場合でも今後10～20年程度を想定して記載）

向上 費用対効果の向上を検討する

区分

施設性能の改善を検討する

Ｄ２ 見直し 費用対効果の見直し（機能移転等）を検討する

Ｅ 要見直し 施設性能と費用対効果，両方の見直しが必要である

Ｃ２ 改善 施設性能と費用対効果，両方の改善を検討する

Ｃ３ 改善 費用対効果の改善を検討する

Ｄ１ 見直し 施設性能の見直し（建替え改修等）を検討する

Ｃ１ 改善

Ａ 継続 現状維持・長寿命化を基本とする
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■ 供給状況（過去3年間の平均）

当該施設 同一中分類平均
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　Ⅱ．施設性能、財務情報、供給情報分析　　　　※端数処理の関係で合計と内訳、単位あたりの数値が一致しない箇所がある
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 ■ 施設性能分析（評価大分類） 
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 ■ 財務情報（過去3年間平均）
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施設番号

　Ⅲ．施設評価結果によるポートフォリオ（機能別評価）

158清水町公園

千円

都市計画課

清水町11 代表建築年度

㎡

市所有

内
訳

㎡-

円

円

Ｂ１ 向上 施設性能の向上を検討する

Ｂ２

　Ⅰ．施設情報・代表建物の情報

㎡

避難所指定の有無 あり 駐車可能台数

単独 直営 延床面積 5.36

- 借地面積（借地の場合）

施設名称 清水町公園

代表所在地（地番又は住所）

経過年数 15 年

土地所有状況
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対応 方向性の考え方

敷地面積 2,895.86

同一中分類平均

その他維持管理費

工事請負費

土地・建物賃借料

延床面積あたり（縦棒）

0

【当該施設の評価】

千円

千円

千円0

市所有

469

120,572

0

機能（サービス） 施設（建物）

課      題

対応方針

近隣住民（自治会）が利用するトイレとなっている。 現状は問題なし。

公園に必要不可欠な建物なので、機能は維持していか
なければならない。

軽微な補修等で施設の更新を行う。

■ 費用対効果分析【供給グラフ折線×㎡あたり収支（工事請負費除く）による比較】

■ 一次評価【費用対効果分析×施設性能分析による比較】

Ｂ１ コスト改善 コスト面の改善が必要

Ｂ２ 利用度改善 利用度の改善が必要

Ｃ 見直し コストと利用度のバランスが悪い

【当該施設の評価】 Ｂ２

区分 対応 費用対効果のとらえ方

Ａ 継続 コストと利用度のバランスが良い
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